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豚の一大雜種造成 

全頭登録で組織的な造成を 

 
 ヨーロッパでは、ランドレースと大ヨークシャー

との一代雑種がもっぱら肉豚として利用されている

ようである。 

試験成績は良好 

 我国でもランドレースが輸入されてから、この雄

を活用してヨークシャーまたは、パークシャーとの

一代雑種の試験成績が各県で報告されている。これ

らの報告をみると産肉能力はかなり良好なためＦ１

造成が積極的に行なわれる気運にある。そのため子

豚が市場が相当数上場されるようになっており、ヨ

ークシャー、パークシャーにくらべて 500 円から

1,000 円がた高値に取引が行なわれている。 

 いま、各県の試験成績を２、３拾って見れば次の

ようである。 

 これ等の試験成績は、先進各県の優良な供試豚で、

豚の産肉能力検定実施要領に基づき実施された結果

である。 

 また、本県和牛試験場での試験もほぼ同様な結果

を出している。 

造成には純粋度の高いものを選ぶ 

 一般に発育、飼料要求率、と体の長さ、ロースの

長さ、ハムの充実等については、ランドレース、Ｆ

１、ヨークシャーまたはパークシャーの順で、ラン

ドレースは特に後期の発育が良好である。 

 枝肉歩留り、肉質、脂肪率は、反対にパークシャ

ーまたはヨークシャーが一番よく、ランドレースは

肉のきめがやや荒く、赤肉に脂肪の交雑が少なく、

赤肉や脂肪のしまりにかけ、冷蔵目減りが多い等の

点が見受けられるが、と殺体重を 100 ㎏前後にする

ことによって或程度満足が得られるもののようであ

る。 

 このように、ランドレースと、ヨークシャーまた

はパークシャーの一代雑種は、両品種のほぼ中間的

な成績が得られる模様であるが、両親の能力による

遺伝的影響が大きく、個体差がかなりあるので、ヨ

ークシャー、パークシャーは、産肉能力の優れた遺

伝的に固定され純粋度の高いものを選んで応用する

必要がある。 

雑種強勢を活用するには親品種を改良 

 外国では、肉豚の種々の品種の組合せによる一代

雑種が広く利用されているが一代雑種を用いる目的

は雑種強勢の利用である。 

 雑種強勢の出現は色々の場合で異なるが、まず、

組み合わされる品種により、また同じ品種でも系統

や個体によって非常に異なることがある。 次に、

形質によって雑種強勢が比較的強く出る形質とそう

でないものがある。 

 一般的にいって、繁殖能力、発育(飼料の利用性)、

耐病性、強健性等は雑種強勢が強く出現する形質で、

肉質、脂肪の厚さ、と体の形状等は出現度低いもの

である。 

 一代雑種に現われる雑種強勢は、交配された親同

士が違った品種のものであるか、縁が非常に薄い場

合に起きている一時的なもので、決して一代雑種の

個体に固定された遺伝的素質ではない。 

 そこで、一代雑種に現われた雑種強勢も、その一

代雑種を親の品種に戻し交配したり、一代雑種同士

を交配して生まれた子豚は、両者に共通する祖先が

あり、一種の近親繁殖のようなことにもなり、雑種

強勢は大概退少、または喪失するものである。 

 従って、雑種強勢を十分に活用するためには、一

般的に両親は常に純粋種でなければならないのが原

則である。 

 また、一代雑種の能力は、矢張りもとになる両親

の改良の程度によって異なって来るので、親品種を

純粋種として出来るだけ目標に近いものに改良する

ことが差し当っての課題である。 

 さらに、異なった２品種を交配しても、個体又は

系統によって雑種強勢の出現の度合は同じでないの

で、よく雑種強勢の出る系統の組合せを見つけ出し、
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これを広く利用するような方法をとらなければなら

ないが、このため、系統の造成、試験交配、能力検

定等が必要になって来るわけである。 

Ｆ１造成の前にヨークシャーの改良 

 そこで、振返って本県の実情を見ると、ランドレ

ースは昭和 36年に、スゥエーデンから輸入され、県

指定種豚場制度により組織的に純粋繁殖が行なわれ

ているわけであるが、ヨークシャーとの一代雑種を

造成するとしても、対象となるヨークシャーの改良

が非常に遅れており、繁殖豚約 5,000 頭中の登録豚

数を見てもわずか 1,000 頭足らずである。 

 血統不明確で、能力の低いものがかなり繁殖に供

用されているわけで、ランドレースとの一代雑種を

造ってみても先進県のように必ずしも良い成績をあ

げることは期待できないのではないかとも考えられ

る。 

 そういったことで、本県ではランドレースの肉質

の改善をはかりながら、これを直ちに肉豚利用する

方向に持って行くことが、或は近道であるかもしれ

ないが、数年前から「繁殖豚は全頭登録豚」という

ことを目標にして、ヨークシャーの種豚登録を推進

して来ており、このさい無雑作な雑種造成によって

ようやく伸びつつある品種改良を混乱し、本県産豚

の産肉能力の低下を見ることのないように「豚の一

代雑種造成要領」5・６月合併号所載によって組織的

に一代雑種造成を実施することになっているので、

よろしくご協力をお願いする次第である。 

 

 


